
第１学年 図画工作科学習指導案

題材 ぼく・わたしとせんせい

指導観

○ 本題材は生活体験をもとに，楽しかったこと

嬉しかったことなど心に強く残ったことを思い

出し，パスやクレヨンなどを使って楽しく絵に

表すことがねらいである。本題材を児童が取り

組む上で次のような価値があると考える。

① 今までかきためた「おしらせカード」を見て

生活体験をふり返ることで，日常生活の中から

思いを広げ，意欲的に表現していくことができ

る。

② 学校生活のあらゆる場面の中から，一人一人

が先生と関わった自分の思いに合わせて，人物

の動きや色について思いを広げることができる。

③ 表したい人物や周りの様子を，パスや共用の

水彩絵の具を使って自分の表し方で表すことが

できる。

④ 鑑賞の活動を通して，自分の思いを友達に絵

で伝える喜びを味わいながら，自分の作品に自

信をもつことができる。

○ 本学級の児童はこれまでに「絵に表す」内容

において，「楽しかった運動会」の題材でパス

を中心とした描画材で取り組んだ。楽しかった

様子を表した運動会の絵では，主題がはっきり

するように画用紙の中心に自分の姿を大きく表

現して描いている児童と，自分と友だちを数多

く描き，場面全体の様子が分かるようにを表現

している児童とがいた。しかし，中には表した

い様子を思い浮かべることが難しかったり，何

をどのように描いたらいいか分からなかったり

と，表し方を迷っている児童も見られた。また，

自分が思っている通りの表し方が難しく，自分

の作品に自信がもてない児童が見受けられた。

そこで，日頃の生活体験の中に絵に表現する

題材が無限にあることに気付かせたり，自分自

身で表現を工夫していくことに価値があること

を知らせたりして，絵に表す自信と表現への意

欲を高めていきたいと考える。また，学習の過

程で自分の思いに添った表現ができているかふ

り返る時間をとる。そうすることで，表現の過

程で十分な満足感を味わい，それが自分の作品

に誇りをもつことにつながると考える。

○ 本題材の指導にあたってはまず，この題材に

向けて「学習時間」「休み時間」「給食時間」

など，学校生活で友達や先生と関わり合って嬉

しかったこと，心が温かくなったことなどを

「おしらせカード」に文で日々書き綴っておく。

カードには，「○○さんと一緒に～をしたのが

楽しかった。」など，相手を意識して書くこと

ができるようにする。カードに何を書いたらい

いか思い浮かばない児童には，対話を通して人

と関わり合った時の気持ちを一緒に考え，生活

体験が児童の心に刻み込まれるようにする。ま

た，文章で書き表すことに抵抗がないように，

パターン化した文を提示するなど配慮する。

次に表現の活動では，動作化をしたり生活の

様子を写真で提示したりして，何を描けば主題

が明確になるのか具体的に考える時間をとる。

線描きではパス，クレヨンを基本とする。彩色

の活動では自分なりの表現方法を見付けられる

ような資料を提示する。

最後に鑑賞の活動では，お互いの作品を鑑賞

する場を設定し，自分や友達の作品の形や色の

よさや面白さに気付き，共感できるようにする。

目標

○ 先生との生活体験をもとに，絵に表していく

ことを楽しもうとする。

（造形への関心・意欲・態度）

○ どんな場面にするのかを考え，表したいこと

に合わせて形や色について具体的に思い浮かべ

ることができる。 （発想や構想の能力）

○ 自分の思いが伝わるように，パスの使い方を

工夫して思いのままに表現することができる。

（創造的な技能）

○ お互いの作品を鑑賞し合うことで，一人一人

の違いのよさに気付き，鑑賞することの楽しさ

を味わうようにする。 （鑑賞の能力）



題材における指導事項・評価規準・指導方法（全６時間）

学習活動 関 発 技 鑑 具体の評価規準 指導事項 指導方法

意 構 能 賞

１．日頃書きため ○ ・「おしらせカー ○ 体験や関心など ・カードを読み返

ておいた「おし ド」を読み返し をもとにつくりだ す時間をとり，

らせカード」を て，その時々の思 す喜びを味わうこ 出来事を思い起

もとに先生との いを楽しみながら と。 こすことができ

生活体験を思い 思い起こすことが るようにする。

起こす。 できる。 ・カードにどんな

題 （関） ことを書いてい

材 ２．「おしらせカ ・先生との生活体験 ○ 自分の思いをも るのか隣の席の

に ード」の中から の中から，絵に描 とに豊かに出来事 人と交流し，児

出 表したい場面を き表したい出来事 を思い出すこと。 童の興味関心を

合 １つ選ぶ｡ を自分で一つ選ぼ 喚起する。

う うとしている。

（発）

３．生活体験を思 ○ ・その時の気持ちを ○ 何をしている場 ・線描きに戸惑っ

い起こしながら 考えたり，動作化 面かが分かるよう ている児童には

自分が表したい をしたりしながら に工夫して表して 手や足，顔の感

ものから線描き 集中して線描きし いること。 じはどうだった

をする。 ている。 のか対話や動作

線 （技） 化を通して確か

描 ・画用紙のどの位置 ○ 表したいことを めることができ○

き に人物を配置する 思いのままに表す るようにする

す と自分の思いにあ こと。 ・交流する時間を

る った表現ができる もち，個々の表

か考え，線描きす したい思いをは

ることができる。 っきりさせる｡

（技） ・児童の思いにあ

った表現ができ

・人物の目や手の動 ○ 描きながら新た るよう，紙の上○

きなどを強調した に思いついたこと で十分に指描き

り，周りの雰囲気 をかくこと。 をさせた後線描

を出すためにその きに移る。

場にあるものを描 ・どのように描い

（２時間） いたりしている。 たらいいのか分

本時１/２時 （発） からない児童に
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は，人物の体の

動きが分かるよ

うに手・足が動

く人形模型を準

備し，個別に支

援する。

４．自分の思いが ○ ・自分の思い描いた ○ 好きな色や感じ ・教室にパスのい

表れるよう表し ものにより近づけ た色をぬること。 ろいろな技法を彩

方を工夫し，パ ていくために，べ 掲示する。色

スや共用の水彩 た塗りや重ね塗 ・彩色に自信のなす

絵の具などで彩 り，ぼかしなどパ い児童が，色をる

色する。 スの使い方を工夫 試しながら安心

しながら彩色して して彩色を進め

いる。 （技） ていけるように

・表したいものの感 ○ 描きたい場面の 試しの紙を準備○

じを出すことがで 様子にあった技法 しておく。

きるよう，周りの を選び，彩色する ・描きたい背景の

様子をパスや共用 こと。 様子に合わせタ

の水彩絵の具など ンポや大筆など

を使って彩色をし を準備する。

ている。 （技）

５，途中の作品を ・友達の作品から， ○ 見ることに関心○

交流し，友達の 表し方のよさや工 をもち，友達の作

表し方のよさを 夫を見付けてい 品のよさを自分の

見付け，自分の る。 （鑑） 作品に取り入れた

表現に生かす。 り，自分の表現を

ふり返ったりする

（３時間） ことができる。

６．自分の作品に ・出来上がった作品 ○ 自分や友達が描 ・お互いの作品を○

鑑 ついて話をし， を友達や先生に見 いた作品を見るこ すぐに見られる

賞 友達の話を聞い せながら，何をし とを通して，一人 ような場の工夫

す ｡て鑑賞会をする｡ ている場面か，そ 一人の感じ方を大 をする

（１時間） の時の気持ちなど 切にし，見ること ・お互いのよさをる

を進んで話してい や表現することの 共有できる活動

る。 （関） 楽しさを味わうこ を提案する。

・友達の作品を見 と。○

て，表現のよさに

気付くことができ

る。 （鑑）
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本時目標

○ 「おしらせカード」をもとに，絵に表した

い場面を自分で選び，その時の様子や気持が

伝わるように，線描きすることができる。

（発想や構想の能力）

授業仮説

日頃書きためた「おしらせカード」をもとに

心に残った場面を思い起こせば，絵を描く内容

が明確になり，楽しみながら線描きをすること

ができるであろう。

○ 生活体験の中で心に残った出来事を思い起

こすことができるように，プロジェクターで

写真を映し出したり，動作化を取り入れたり

しながら心が動いた瞬間を思い出せるように

する。

○ 隣の席の友達や教師との対話を通して，児

童が絵に描き表したい場面を想像し，楽しみ

ながら線描きできるようにする。

準備

○おしらせカード ○四つ切り画用紙 ○パス

○クレヨン ○人物模型 ○図工ノート

○水性ペン

本時の指導と評価の考え方

本時は，日々書き綴ってきた「おしらせカー

ド」をもとに，その時の気持ちや様子を思い起

こし，カードの中から自分が一番知らせたい出

来事を選んで線描きをする活動である。

前時までに，「おしらせカード」に共感的な

気持ちを毎日教師が書き添え，日常生活の中か

ら知らせたいこと，表したいことを児童が進ん

で見付けることができるようにしておく。

本時の指導にあたっては，まずはじめに，自

分が書いた「おしらせカード」を児童一人一人

が読み返し，その時々の気持ちを思い起こすこ

とができるようにする。

次に，「おしらせカード」の中で一番心に残

ったことはどの出来事なのかクイズ形式にして

隣の席の児童と交流する。描き表したい絵の内

容を友達から温かく受け止めてもらうことで，

認められた安心感から表現意欲がさらに高まり，

表したい場面を明確にもつことができると考え

る。

描き表したい場面を選ぶことに戸惑っている

児童には，今までの出来事やその時の思いを一

緒にふり返りながら個別に助言をし，表したい

場面を選ぶことができるようにする。

描きたい場面を児童が選んだら，動作化をし

て，「風が顔にビュンビュン当たって気持ちよ

かった。」「手が赤くなるほど力いっぱいにぎ

りしめたよ。」など印象に残った出来事の思い

や様子をほり起こす。そして，児童の持つイメ

ージを膨らませ，主体的に絵を描きたい思いを

高めさせる。

そして，描きたいものを画面のどこに，どの

ように描くかを考え，画用紙の上で指描きをし

たり，手のひらを画用紙の上に置き，描く場所

を考えたりできるようにする。画用紙と向き合

う時間をとり自分の思い描いた場面が明確にな

ったところで線描きをする。描画材はパスやク

レヨンでの線描きを基本とするが，細かいとこ

ろを書き表したいという児童には水性ペンを用

意しておき，自分の思いに合った表現ができる

ようにする。何をどのように描いたらいいか戸

惑っている児童には，手足や首が動く紙製の人

物模型をヒントコーナーに準備しておき，それ

を自由に動かすなどしながら表したいものが明

確になるようにする。

評価にあたっては，図工ノートや評価補助簿

を活用し，個に応じた助言や資料の準備をして

いきたい。また，児童の活動をもとに対話や言

葉かけによる支援を行っていき，児童の表した

い思いを見取りながら次時へと学習意欲をつな

げていく。
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本時学習における指導事項・評価規準・指導方法

学 習 活 動 具体の評価規準 指 導 事 項 指 導 方 法

１，「おしらせカー ・日常生活の出来事を楽 ○ 心に残っている出来 ○ 児童の興味関心を喚

ド」をもとに，生 しみながらふり返っ 事を思い起こし，表し 起するために，「おし

活の様子をふり返 ている。 （関） たい場面への見通しを らせカード」に書いた

る。 もつこと。 作文を教師がいくつか

２，本時のめあてを 読む。そして，日常生

確認する。 活の中で心に残った場

面を思い起こすことが

導 めあて ・めあてを確認し，学習 できるようにする。

いちばんここ の見通しをもってい

入 ろにのこった る。

できごとをえ （関）

にかこう。

３．どんな生活体験 ・日常の生活体験を想起 ○ 生活をふり返り，絵 ○ 児童が日頃描きため

をしたのか，「お し，こんな出来事が に表したいことを進ん ているおしらせカード

しらせカード」を あった，その時は楽 で見付けること。 に，共感的な気持を書

もとに思い出す。 しかった，ドキドキ き添えておく。

した，嬉しかったな展

どと思い起こしてい

る。 （発・構）開

４，先生とどんな ・体験したことを楽しみ ○ 絵に表したい思いを ※ 自分の思いを言葉でこ

とをしている場面 ながら話したり友達 言葉で表現し，人に伝 表現するのが苦手な児

を描くのかクイズ の話に共感しながら えること。 童には，体験した時の

形式にして隣の席 聞いたりしている。 気持ちに共感したり，

の人やクラス全体 （関） 一緒に作文を読んだり

で交流し，何を描 して，隣の席の人と交

くのか明確にも 流できるようにする。

つ。

５，動作化をしなが ・先生と自分との関わり ○ 絵に表したい出来事 ○ 表したい様子が伝わ

ら，その時の気持 を考えながら絵に表 を明確にもつこと。 るためには，画用紙に

ちを思い返した したい場面を思い浮 自分と先生，その時使

り，人物の動きに かべている。 った道具は必ず描くこ

着目したりする。 （発・構） とをおさえる。

○ 頭や手，足が動く画

用紙で作った人物模型

を教師が操作し，人物

の動きにも関心をもた

せる。
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６，画用紙のどの位 ・画用紙のどこに，どの ○ 一人一人が自分の思 ○ 人物を大きく描いた

置に，どのくらい くらいの大きさで描 いをもとに豊かな発想 ヒント資料と，その場

の大きさで描けば こうか考えながら， をすること。 の雰囲気が分かるよう

自分の思いが伝わ 指描きをしている。 な場面全体をとらえた

るかを考える。 （発・構） ヒント資料とを提示

（１）画用紙の上で し，自分の表したい気

指描きをして，人 持ちが伝わるにはどち

物の大きさや動き らの方の表現に近いか

などイメージをは 児童に考えさせる。

っきりともつ。

７，描きたいことが ・大きさや位置を考えな ○ 作品の良し悪しにこ ○ こだわりのあるとこ

分かるように，こ がら，線描きするこ だわることなく自分な ろ（目や手，口など）

だわりのあるもの とができる。（創） りの表し方で，思いの から描いてみようと助

や，大事なものか ままに活動を楽しむこ 言する。

ら線描きをする。 と。 ※ 活動が停滞している

（１）顔の表情や手 ・体験をふり返りなが ○ 描きながら新たに思 児童には，対話をしな

の動きなど生活体 ら，伝えたい感動を いついたことを描き足 がらその子がどのよう

験を思い返しなが しっかりともち，進 すこと。 な場面を描きたいのか

らパスやクレヨン んで線描きする。 聞き，思いにあった表

で線描きをする。 （創） 現に近付くことができ

るようにする

（２）細かいところ ・人物の関係や，周りの ○ 自分の表現方法にあ ○ 周りの様子など細か

を描き表すときは 様子を考えながら楽 った描画材を選ぶこ いところは水性ペンを

水性ペンなどの描 しく線描きする。 と。 使って描くなど材料提

画材を選んで線描 （発・構） 供をする。

きをする。 ○ 自分の思いに添った

線描きができているか

児童に問い返し，思い

と行為が連動している

か児童自身が確かめる

ことができるようにす

る。

８，活動のふり返り ・自他の作品のよいとこ ○ 作品のよいところや ○ 次時への学習意欲へ

をし，次時の活動 ろに気付き，楽しん 面白いところに興味・ つなげるために，児童

の見通しをもつ。 で見ている。 関心をもって見るこ の思いに共感したり，終

（鑑） と。 表現のよさを認める言

葉かけをする。末


